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ドイツにおける第2次大戦中の女性労働と
　　　戦後再建過程でのその影響
斎　藤 哲
　第2次世界大戦後のドイツ，特に西側占領地区で
は，大体1948年6月の通貨改革ごろまで，日常生活の
再建，その核心をなす衣食住の確保は主として女性の
手によってなされてきた。そしてそのためには少なか
らぬ女性たちが，女性を労働過程から排除しようとす
る占領軍，ドイツ行政機関，労働組合等の圧力にも拘
わらず，家庭外で就労していた。当然のことながら，
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そうした女性の肩には就労活動と，家庭生活や家庭の
維持に関わる行動との2重の負担がかかっていた。
　しかし翻ってみると，そうした2重負担は戦後に初
めて女性の肩にかかってきたわけではなく，勤労女性
にとってそれは，実際のところ，避けて通れない問題
であった。ところで，ナチズムの女性政策の一つの柱
は，女性を労働過程から引ぎ離して家庭に押し戻すこ
とにあったが，この政策が男性だけではなく，しばし
ば女性からも支持されたことについては，その原因を
母性イデオロギーの浸透に求める見解が少なくない。
だが無視してならない重要な問題は，女性たちにとっ
て家庭に戻ることは，しぼしば，2重負担からの解
放，より具体的には，例えば自分の自由になる時間が
持てることを意味していたことである。つまり，女性
を家庭に戻そうとするナチズムの女性政策は，働く女
性たちの一部にとっては，女性の「解放」として受け
とめられるような性格を有していたのである。このよ
うに考えるならば，1936年以降，女性を再度労働過
程，即ち戦争経済の中に編入しようとするナチズムの
女性労働政策が，何故女性に歓迎されなかったかも理
解できるであろう。女性にとってそれは私的な生活そ
のものの破壊につながりかねなかったのである。
　だがそうした女性たちも，戦争が始まると，たとえ
自分が働かない場合でも，労働する女性たち，即ち強
制連行された外国人女性労働者，強制収容所に入れら
れた女性捕虜やユダヤ人女性を目にしたり，彼らと接
触する機会はけっして少なくはなかった。そのとき，
「自由」な「私的」生活を営む女性たちは，どのよう
な次元でこうした無権利状態におとしめられた「不自
由な」女性たちと接触したのか。この点についてしば
しば指摘されることは，この接触を通じてドイツ人女
性たちは自らが「支配民族」に属すること，そのよう
な優越感を実感しえたということであり，又当の女性
たちの回想によれば，彼女たちは権利を奪われた女性
たちと「人間として」接したということである。それ
では，戦後この無権利状態にあった女性たちが解放さ
れたとき，一転して私的生活自体も破壊されてしまっ
たドイツ人女性たちは，彼女たちとどのように接した
のか。「支配民族」であるという意識は論外としても，
なお「人間として」という意識を持ちえたのか。この
問題は実は戦後ドイツ人の，外国人に対する意識のあ
りように関わる極めて重要な問題であり，今後の検討
課題である。
　戦時中のドイツにおける女性労働の中心は，上に述
べた無権利状態におかれた数百万人の女性たちによる
ものであったが，もちろん少なからぬドイツ人女性
が，農業や自営業を別としても，工揚や事務所で働か
ねばならなかったし，また，防空監視員その他の軍の
補助勤務につくものもあれば，鉄道，郵便等の業務で
も女性が就労していた。このうち工場や事務所での女
性就労者の勤労モラルの低さが，公安関係者や事業主
から指摘されていたが，それに対して有効な対抗策を
講ずることは出来なかった。特に事業主は，女性の欠
勤，早退，遅刻，さらには「買い物休み」を殆ど黙認
せざるを得なかった。事業主の側から見れば，ここに
は深刻な労働力不足の実体が浮かび上がるが，女性の
側から言えば，それは家庭生活の全てに責任を負わざ
るを得なかった立場を反映していた。
　重要なことは，就労女性のこうした行動が，戦後も
家庭外で働かねばならなかった女性たちに受け継がれ
たことである。言うまでもなく，終戦直後には，戦時
中にもまして日常生活上の全ての問題が女性の肩にか
かってきていたことが，その背景にあった。こうし
て，就労に関わる女性の行動と，日常生活上の負担と
いう点に着目するならば，女性にとって敗戦は恐らく
「再出発の時」（StUnde　Null）ではなかった。彼等に
とって戦中と戦後の一定期間は連続しているのであ
る。
　以上のように，ナチ時代，特に戦時中の女性の労働
を，戦後に女性が置かれた状況と関連づけて研究する
ことは，女性の解放，外国人に対するドイツ人の意
識，戦中と戦後の連続性等，様々な問題を提起するの
である。
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